
清
音
三
音
節
名
詞
の
意
味
に
関
す
る
研
究
(
-
)

-
-
-
:
.
;
>
沖
.
・
の
　
〓
対
的
　
　
栂
方
向
-
v
-
1

I
　
問
　
題

多
く
の
研
究
が
、
語
の
使
用
度
数
　
(
w
o
r
d
f
r
e
q
u
e
n
c
y
)
へ
　
語
価
値

(
w
o
r
d
v
a
l
u
e
)
と
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
関
　
(
v
i
s
u
a
l
 
r
e
c
o
g
n
i
t
i
o
n

t
h
r
(
s
b
o
l
d
s
)
　
と
の
問
に
一
臣
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
て
き
た
。
そ

の
解
釈
に
は
'
次
の
二
つ
の
類
型
が
区
別
さ
れ
る
o

第
一
の
解
釈
は
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
閲
の
主
要
な
決
定
因
と
し
て
'
語
の

使
用
度
数
を
粥
調
す
る
。
語
の
使
用
度
数
が
'
学
習
さ
れ
た
反
応
で
あ
る
の

で
'
代
用
U
i
i
.
^
i
*
m
L
J
の
問
に
ふ
る
悶
S
i
^
i
^
H
^
r
と
&
i
y
m
時
と
の

叩

'

.

C

:

'

蝣

>

'

'

・

*

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

一

　

　

'

蝣

-

!

:

,

:

:

=

小

　

　

「

　

　

-

.

;

　

・

い

.

.

.

一

　

K

.

サ

,

i

-

r

-

-

<

∴

　

　

.

.

-

t

-

v

i

V

あ
る
　
(
E
)
-

第
二
の
解
釈
は
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
閥
の
主
撃
な
決
定
因
と
し
て
'
語
価

値
を
強
調
す
る
。
認
知
田
の
差
異
が
、
言
語
の
一
属
性
で
あ
る
感
情
的
特
質

(
価
値
'
苛
-
悪
'
感
情
的
調
子
へ
情
緒
的
誘
S
s
性
)
の
差
異
に
基
づ
く
と
す

る
。
こ
の
解
釈
は
'
言
語
の
感
情
的
特
質
が
'
知
覚
的
選
択
(
p
e
r
c
e
p
t
u
a
l

s
e
l
e
c
t
i
v
i
t
y
)
あ
る
い
は
知
覚
的
防
衛
(
p
e
r
 
e
p
t
u
a
l
 
d
e
f
e
n
s
e
)
の
機
制

に
よ
っ
て
、
正
接
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
閥
を
規
琵
し
て
い
る
と
考
え
る
'
知

覚
過
程
に
お
け
る
そ
チ
ベ
-
シ
m
ソ
理
論
の
立
場
で
あ
る
(
o
>
)
-

1
方
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ォ
・
O
t
ら
(
4
)
の
研
究
は
'
語
の
使
用
段
数
が
異

な
る
と
'
あ
る
い
は
実
験
的
に
変
化
さ
せ
る
と
、
語
の
他
の
抗
性
す
な
わ
ち
語

価
値
が
'
組
糊
的
に
異
な
る
こ
と
へ
あ
る
い
は
変
化
し
て
く
る
こ
と
を
突
放
し

た
。
日
本
語
を
材
料
と
し
た
'
聖
者
の
追
試
契
験
も
'
こ
の
寄
実
を
契
証
し
た

(
ォ
0
-
語
価
値
は
、
一
般
的
意
味
に
お
い
て
、
語
の
使
用
度
数
と
関
係
が
あ
る
o

し
た
が
っ
て
、
研
究
者
が
、
自
分
で
は
語
の
使
用
定
数
の
軍
国
を
枚
討
し
て
い

る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
'
実
際
に
は
'
語
価
値
を
操
作
し
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
へ
逆
の
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
日
'
語
価
値
お
よ
び
使
用

度
数
と
言
語
の
視
覚
的
認
知
問
と
の
闇
に
存
在
す
る
関
係
は
'
語
の
使
用
度
数

が
一
定
で
あ
っ
て
'
語
価
値
の
異
な
る
単
語
群
と
'
語
価
値
が
一
定
で
あ
っ

て
、
語
の
使
用
度
数
の
異
な
る
単
語
群
を
刺
由
と
し
た
実
験
を
積
み
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
へ
新
し
い
角
度
か
ら
そ
の
理
論
化
が
要
請
さ
れ
る
段
帽
に
あ
る
。

笠
者
は
、
使
用
度
数
と
語
価
値
と
の
問
に
は
~
一
般
的
に
関
係
の
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
'
使
用
定
数
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
'
語
価
値
を
異
に
す

る
判
M
V
v
N
と
、
Y
-
'
-
~
怖
i
l
U
-
J
Y
ッ
t
・
・
.
1
し
ん
i
'
E
八
t
a
R
y
'

j
巽
に
し
た
刊
r
-
'
¶
.
:

を
選
出
す
る
目
的
で
、
語
の
使
用
段
数
(
正
在
に
は
'
語
の
熟
知
価
f
a
m
i
l
i
a
r
i
t
y
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一
a
l
u
e
)
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
複
料
(
5
)
を
使
っ
て
、
単
語
の
語
価
値
を
測

定
し
た
O
そ
の
龍
理
の
過
程
で
'
刺
滋
の
要
因
と
、
言
語
認
知
者
の
項
因
に
関

す
る
へ
次
の
二
点
が
基
斑
設
題
と
し
て
問
冠
に
な
っ
た
.

H
言
語
材
料
問
に
は
、
語
の
棲
用
度
数
と
語
価
値
が
仮
り
に
等
し
く
て

も
'
意
味
論
的
に
も
異
な
っ
た
刺
激
語
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
{
-
蝣
心
味
諭
的
語

U
・
i
に
‥
一
'
?
.
:
;
-
.
?
;
.
蝣
<
-
蝣
蝣
サ
:
い
し
語
l
i
H
l

曇
㌫
煎
‥
「
去
る
な
ら

ば
'
こ
の
鞍
封
を
支
え
る
潜
在
的
田
子
の
'
言
語
の
視
覚
的
認
知
関
に
茨
は
す

焚
某
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

口
言
㍊
-
-
・
r
.
-
'
a
.
樟
聖
二
吾
元
で
あ
る
M
"
,
'
蝣
r
~

t
-
.
u
^
抗
蝣
J
H
r
-
-
判
断
に
は
個
人
i
H
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
o
言
語
主
体
の
内
的
壮
界
の
投
影
に
よ
っ
て
へ
「
よ
い
」

語
価
値
の
方
向
に
反
応
す
る
傾
向
の
あ
る
人
と
'
「
わ
る
い
」
語
価
値
の
方
向

に
反
応
す
る
傾
向
の
あ
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
語
価
値
の
判
断
に

お
け
る
個
人
差
に
〓
只
し
た
法
則
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
'
そ
し
て
語
価
値

が
言
語
の
認
知
関
を
規
定
し
て
い
る
の
な
ら
ば
'
言
語
認
知
者
の
主
体
的
嬰
因

の
、
言
語
の
視
覚
的
認
知
閲
に
及
ぼ
す
効
果
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

本
稿
は
0
番
目
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
で
あ
る
o

Ⅲ
方
法

刺
激
臣
調
査
で
使
用
し
た
刺
以
語
は
'
埠
語
の
黙
知
価
と
語
価
値
の
二
つ

の
基
準
か
ら
召
出
し
た
。
熟
知
価
は
、
理
論
的
に
は
'
一
定
の
刺
斑
の
客
観
的

な
出
現
桁
数
の
増
加
函
数
で
あ
る
剰
封
の
屈
性
と
し
て
琵
残
さ
れ
る
。

熟
知
価
の
指
標
は
'
操
作
的
に
は
、
心
理
学
的
へ
精
神
測
定
的
尺
度
法
に
よ
っ

て
測
定
さ
れ
る
主
斑
的
な
反
応
と
し
て
琵
薫
さ
れ
る
O
.
t
-
)
-
小
柳
ら
(
5
)

は
'
『
武
田
へ
久
枝
編
へ
角
川
国
語
辞
典
(
2
)
に
、
見
出
し
語
と
し
て
記

-
1
^
;
-
,
:
:
.
一
、
-
-
'
-
]
'
蝣
'
・
-
-
.
'

蝣
蝣
蝣
∴
I
蝣
蝣
蝣
-
-
-
蝣
¥
i
L
.
言
r
'
'
、
化
し
.
・
∵

∵
蝣
:
.
:
.
i
>
・
∴
"
'
-
'
I
*
*
L
t
'
J
∴
'
∴

名
、
坤
名
'
国
名
と
し
て
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
語
へ
及
び
方
言
'
同
一
の
音
節

午
,
/
蝣
-
む
語
ォ
蝣
-
 
'
C
'
V
"
い
た
i
~
j
-
n
三
二
へ
七
　
を
判
v
l
品
と
し
て
-
J
i
t
m
L
J
l
へ
十

十
*
.
1
1
f
]
○
ぐ
曇
∴
.
 
-
.
'
蝣
・
i
r
'
-
^
-
'
J
L
t
茄
　
　
　
よ
・
∴
]
・
 
t
 
H
式
詣
≡
v
i
a
ま
.
に

よ
っ
て
t
 
R
蝣
f
r
f
i
l
ニ
i
i
'
-
f
c
j
'
v
i
i
^
C
i
^
I
輔
=
・
:
圭
一
'
7
i
-
-
'
.
-
エ
　
E
^
r
什
u
.
尺
w
n
に

ょ
る
「
全
く
な
い
」
へ
　
「
稀
に
」
へ
　
「
時
々
」
、
「
し
ば
し
ば
」
、
「
非
常
に

多
い
」
の
各
段
棺
に
1
、

鞘
㍍
に
*
.
'
蝣
い
-
・

し
・
蝣
H
 
L
 
V
(
-

時
　
　
　
々
-

稀
　
　
　
こ
-

全

く

な

い

-

第1図

鑑式評定尺度
2
'
3
'
4
t
 
L
L
?
の
段
間
点
を
与
え
'
連
続
間
隔
法

に
よ
っ
て
'
各
刺
湖
詔
の
尺
定
位
を
求
め
'
そ
の

結
果
を
熟
知
価
麦
に
ま
と
め
て
い
る
o

L
霊
日
は
、
こ
　
　
　
山
l
r
-
-
,
-
-
。
り
上
に
;
v
-
」
斗
'
"
2
'
t

屯
ね
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
へ
　
こ
の
熟
知
価
表
か

ら
'
低
熟
知
価
(
〇
・
〇
〇
-
〇
・
九
九
へ
E
I
I
九

語
)
、
中
箱
知
価
(
二
・
〇
〇
-
二
・
九
九
二
一
三
一
二

語
)
も
高
熱
知
価
(
三
・
五
〇
-
四
・
九
九
'
一
二
七
五

語
)
の
語
を
全
部
抜
き
出
し
た
。
次
に
予
倍
調
査
と
し
、
六
人
の
心
理
学
徒
に
、
各

刺
沿
語
に
対
す
る
主
税
的
印
故
を
三
段
帽
の
評
価
的
尺
E
上
に
評
圧
し
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
結
果
か
ら
'
六
人
の
判
断
の
一
致
圧
の
高
か
っ
た
刺
粒
語
を
順
番

に
抽
出
し
て
'
熟
知
価
に
お
け
る
「
高
」
・
「
中
」
・
「
低
」
の
三
条
件
と
、
語

価
値
に
お
け
る
「
よ
い
」
・
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
・
「
あ
る
い
」
の
三
条
件

の
組
合
せ
か
ら
な
る
九
位
の
駈
:
暇
鮎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
語
を
抽
出
し
た
。

+
{
蝣
調
査
P
t
l
'
分
立
を
'
j
H
丁
9
1
>
め
に
'
各
に
¥
Z
*
山
に
刊
蝣
'
-
"
}
品
か
二
　
*
:
-
>

t
J
㍉
十
　
　
　
㌦
　
"
;
・
-
'
!
!
-
.
-
/
-
U
!
.
 
'
-
し
、
　
　
　
　
り
*
-
-
'
V
ニ
且

群
式
と
名
付
け
た
。
ぐ
,
'
.
-
~
'
」
小
(
j
蝣
;
"
式
に
含
ま
れ
る
刺
蝣
V
.
'
・
蝣
'
r
;
㌻
」
　
　
小
M
^
a
^
j
-
f
t
J
J

め
る
と
'
第
1
表
の
よ
う
に
な
る
O
熟
知
価
の
「
満
」
、
「
申
」
へ
　
「
倍
」
の
旧

番
に
、
第
-
如
、
第
Ⅲ
u
t
節
取
払
と
名
付
け
た
。
調
査
の
両
形
式
を
総
合
す
れ

ば
t
 
v
-
 
-
蝣
蝣
軸
n
.
-
;
r
、
V
'
a
は
、
打
　
黒
蝣
a
^
'
-
u
,
:
.
仙
-
p
.
V
j
か
た
r
t
U
と
'
添
加
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
宏
味
反
応
が
汎
足
さ
れ
た
。
芯
味
の
付
加
さ
れ
た
条

件
下
で
の
第
町
類
を
特
に
拐
Ⅳ
類
と
し
た
。
調
査
第
-
形
式
に
お
け
る
第
Ⅱ
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第1表　調査形式・被調査者、および刺郡語数

E:Evaluative word value,F:Familiarity value

質
:
E
間
で
c
^
繕
'
・
判
竹
I
¥
-
,
,
に
V
-
J
-
.
:
!
・
・
=
,
蝣

"
T
-
1
-
る
た
め
・
に
ヘ
ヤ
L

r
椅
-
B
*
'

l
*
-
蝣

だ
1
仕
r
恩

に
S
.
-
S
*
1
-
山
人
二
i
!
語
(
三
O
H
I
O
十
;
f
O
二
が
'
∵
.
'
.
-
.
J
/
.
n
J
.
1
-
∵
・
?

よ
う
に
し
た
。
E
l
天
に
お
け
る
(
)
円
r
.
・
"
.
-
:
・
!
蝣
<
'
t
"
i
'

-
^
7
~
r
∵
丁
ぺ
'
蝣
・
}

た
め
に
、
紬
の
湖
心
t
:
㌣
式
r
J
,
T
?
-
-
?
i
す
る
は
k
J
-
ォ
'
'
蝣
-
蝣
*
-
蝣
,
て
^
蝣
・
.
蝣
'
A
l
'
i
-
'
V
&
i
Z
'

手
続
両
形
式
の
調
査
用
紙
と
も
'
稔
刺
激
語
を
四
ペ
ー
ジ
に
あ
た
っ
て
印

l　よ　い

やわらかい

受重た的

7

:1　　　蝣i r>

第2回　　味Ji-KR.1:三

頂
の
.
語
は
'
&
-
　
式
に
お
い
て
'
　
;
1
7
1
J
-
#
!
¥
'
-
'
{
蝣
'
"
蝣
!
'
し
た
"
V
.
J
,
 
'
'
【

」
蝣
」
?
.
 
I
U
式
に
お
り
賞
判
　
　
　
　
は
t
 
i
?
"
l
p
-
十
八
に
お
い
　
　
　
　
　
に
な

る
よ
う
に
し
た
。
辞
書
的
意
味
は
'
新
村
出
編
へ
広
辞
苑
(
2
)
に
よ
り
、
同

,
j
=
興
V
i
語
r
j
'
r
-
る
5
T
'
t
は
け
料
か
蝣
-
」
-
 
"
た
。

〔E〕才つるい

〔P〕かたい

刷
し
た
。
各
`
へ
-
ジ
と
も
、
そ
の
上
部
に
モ
デ
ル

と
し
て
'
第
2
回
の
よ
-
な
七
段
帽
の
評
定
尺

s
J
'
v
J
S
^
-
1
た
O
　
そ
　
　
　
に
‥

和
別
に
へ
　
四
九
乃
至
五
〇
語
を
ラ
ン
ダ
ム
に
五

列
に
分
け
て
排
列
し
た
O
刺
山
霊
は
'
音
声
的

要
因
を
排
除
す
る
た
め
に
、
「
か
た
か
な
」
で

印
刷
し
て
　
　
し
た
　
　
　
　
…
-
"
蝣
"
s
'
]
'
~
<
Y
'
蝣
"
蝣
'
-
-
-

か
V
-
/
け
t
 
i
^
i
-
:
-
:
i
"
?
:
:
に
山
^
-
'
O
、
>
"
?
蝣
尺
r
:
'
;
士
蝣
・
)

の
印
象
の
強
弱
を
'
整
数
で
記
入
さ
せ
る
よ
-

に
-
L
i
.
こ
　
　
　
小
一
‥
蝣
-
I
-
'
-
誉
y
-
-
i
-
i
'
-
'
.
揺
;
:
i
^
'
-
:
'
/
.
 
-
.
;
:

法
と
呼
ば
れ
て
い
る
C
e
o
)
　
意
味
楕
道
に
関

す
る
研
究
　
O
・
c
-
O
か
ら
　
「
価
伍
性
」
へ

「
2
;
'
"
-
T
7
-
.
:
t
-
i
」
t
 
r
s
;
十
H
L
H
T
 
L
二
二
?

指
　
問
.
-
.
1
;
/
r
:
'
性
'
蝣
'
-
^
蝣
S
か
上
た
(
,
.
∵
=
・

T
・
J
t
　
こ
こ
で
は
t
 
f
c
'
-
 
"
V
-
^
な
t
 
I
,
W
-
蝣
-
-
T
_
-
1
.
り
＼
代

云
す
る
三
尺
虻
が
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

教
示
　
こ
蝣
-
'
!
:
蝣
-
・
*
蝣
-
T
」
-
~
i
-
'
-
-
1
:
'
-
三
汁
"
t
W
.
"
^
に

対
す
る
'
l
r
,
祝
的
な
語
感
を
調
発
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
'
次
に
、
〔
E
〕
尺
度
で
は
t

C
-
!
/
.
:
」
」
蝣
K
'
^
t
*
-
M
f
i
-
i
∵
)
し
て
代
い
'
∵
.
;
-
 
-
-
」
'
・
-
間
か

ォ・



ら
受
け
る
主
税
的
な
感
じ
が
、
「
よ
い
-
わ
る
い
」
の
ど
ち
ら
の
形
容
詞
に
近

い
か
、
そ
の
程
度
を
判
断
さ
せ
'
反
応
段
闇
の
得
点
を
解
答
相
に
記
入
す
る
よ

う
に
説
明
し
た
.
〔
p
〕
と
〔
A
1
尺
民
に
つ
い
て
も
同
じ
慰
問
で
説
明
し
た
後
t

J
r
:
日
付
計
隼
‥
 
、
'
J
:
i
^
'
-
蝣
-
-
 
'
:
蝣
?
蝣
:
蝣
'
.
>
」
:
:
.
-
t
i
い
.
r
J
t
　
叫
~
上
品
蝣
f
l
ら
'
-
^
t
・
0
'
蝣
-
　
　
ご

T
<
'
ヒ
-
デ
　
蝣
i
j
>
:
.
'
.
 
'
・
;
す
J
ざ
)
と
、
も
し
‖
汁
"
-
{
*
-
 
'
競
　
　
け
i
.
)
ぺ
け
へ
　
小
:
 
-
j
-
i
m
に

浮
か
ん
だ
単
語
の
方
で
解
答
す
る
こ
と
へ
決
し
て
無
解
答
の
も
の
が
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
等
を
注
意
し
た
。

被
調
査
看
　
i
T
出
蝣
'
-
蝣
?
蝣
*
.
十
.
i
十
㍍
学
生
一
G
G
t
ォ
T
J
 
V
'
S
n
-
¥
一
‥
-
i
i
j
-
'
j
^
r
^
f
e
二

琵
凹
　
　
　
に
な
っ
た
。
二
芦
,
r
>
た
・
り
　
　
　
　
山
'
.
 
"
*
"
:
/
は
四
八
乃
f
i
n
1
.
1
1
!
名
で

あ
る
。調査
m
」
　
　
墾
;
i
十
七
年
七
月
上
司
。
説
r
i
は
」
:
?
:
‖
ぺ
^
蝣
K
^
y
i
S
'
t
i
-
j

た
o
意
味
評
定
に
要
し
た
時
間
は
約
七
〇
分
で
、
遅
い
も
の
で
九
〇
分
で
あ
っ

た
。

甘
　
結
果
と
者
療

一

信

頼

性

5
r
f
,
」
E
紙
的
=
5
*
-
-
V
.
相
聞
に
お
け
る
i
;
J
陣
;
^
一
　
十
　
す
る
*
v
,
-
^
J
に

仲
和
し
た
訂
上
　
　
　
　
品
蝣
"
)
-
-
-
;
-
j
∵
ト
　
　
で
)
は
い
,
;
;
l
Z
-
S
に
す
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
I
'
-
J
-
^
-
に
磐
　
し
て
t
 
n
r
-
-
i
正
し
た
0
円
-
i
3
い
-
j
;
,
T
k
の
什
」
'
*
:
-
}
サ
バ

に
よ
れ
ば
'
再
調
査
用
紙
を
見
て
へ
　
「
い
っ
ぱ
い
-
わ
さ
れ
た
」
　
(
文
科
三
年

某
披
調
査
者
)
と
尚
-
ら
っ
て
い
る
者
が
多
く
へ
ま
た
へ
　
「
前
の
調
溌
結
巣
と

無
関
係
に
す
る
よ
-
に
と
言
-
が
'
反
応
数
が
非
常
に
多
く
、
前
の
反
応
を
全

然
記
憶
し
て
い
な
い
の
で
'
必
然
的
に
、
前
と
後
の
意
味
反
応
で
は
無
関
係
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
　
(
文
科
三
年
某
祇
調
恋
着
l
J
叛
の
掠
湖
を
多
数
の

者
が
記
し
て
い
た
O
反
応
数
が
多
く
機
械
的
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
と
'
予
期

し
な
か
っ
た
再
調
査
が
試
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
'
再
調
査
へ
の
記
憶

田
子
e
&
s
は
比
1
¥
J
的
少
蝣
i
i
*
っ
た
と
　
か
れ
る
。

-
　
集
団
問
の
意
味
の
一
致

本
J
-
*
?
で
は
t
 
Z
a
-
j
-
j
E
上
り
　
け
:
'
:
・
-
)
'
.
"
求
　
言
,
'
蝣
?
>
"
・
七
と
p
f
笠
て
い
ろ
り

で
'
信
舶
性
も
、
こ
の
尺
度
上
で
の
結
果
だ
け
を
分
析
し
た
。
各
環
団
別
に
'
三

六
語
そ
れ
ぞ
れ
の
評
定
平
均
値
を
算
出
L
t
爪
遠
別
の
評
&
平
均
値
の
錯
差
松

柏
関
係
数
を
求
め
た
。
そ
の
結
晶
は
第
2
裏
の
と
お
り
で
あ
る
.
こ
の
結
某
か

ら
'
文
科
と
理
科
系
集
団
は
'
評
価
的
尺
度
上
で
の
評
定
値
(
意
味
の
第
一
成

蝣

蝣

蝣

)

.
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'

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

　

∵

　

　

一

第2表　fi二EiU　葺l'iW-m (r) -3 6語-

∵

∵

∴

第
-
形
式 972※※1　.950※※.954

958※※上950※※l　　　　上974※※

974※ ,954※*・,974*ォ・

※※　P<.01

藁博

に

お

い

て

t

i

※

'

O

j

-

Z

.

O

i

p

^

'

の

一

致

度

を

考

察

す

る

た

め

に

絶

間

L

'

j

^

た

三

六

f

-

1

-

f

t

即

鑑

か

わ

た

に

i

.

j

-

T

i

蝣

-

-

＼

m

l

禁

<

<

蝣

蝣

て

い

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

'

そ

し

て

'

調

否

の

両

形

式

に

お

い

て

へ

こ

の

三

人

ハ

語

を

除

-

他

の

刺

激

語

が

'

全

く

異

な

っ

て

い

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

へ

三

人

、

訂

C

'

-

"

'

-

"

'

-

'

蝣

蝣

-

'

壷

.

u

m

で

い

一

㍍

-

)

.

,

'

∵

」

と

か

ら

へ

調

査

系

列

内

に

お

け

る

判

.

.

崇

蝣

-

.

r

.

川

に

…

蝣

J

の

違

い

に

よ

っ

て

'

そ

の

意

I

V

-

"

V

-

'

-

-

!

了

∴

付

さ

れ

る

こ

と

も

な

い

と

言

え

る

。

と

も

か

-

'

集

団

問

で

驚

く

べ

き

意

味

の

高

い

一

致

が

認

め

ら

れ

m



た
。2
　
第
一
回
調
査
と
再
調
査
問
の
意
味
の
t
致

各
鐸
団
毎
に
へ
再
調
査
に
よ
る
三
六
語
の
評
定
平
均
値
を
求
め
、
第
一
回
調

溌
c
-
J
f
i
'
T
?
す
る
刊
　
　
の
蝣
:
^
j
;
y
;
u
均
位
と
の
;
f
.
;
f
e
i
蛸
相
関
捕
f
f
f
を
罪
山
し
た
o

そ
の
結
果
は
第
3
豪
の
と
お
り
で
あ
る
。
再
調
査
法
に
よ
る
倍
額
性
係
数
は
'

壁
団
問
で
の
群
山
味
の
一
致
度
よ
り
も
ま
だ
高
か
っ
た
。
こ
の
事
只
か
ら
'
個
人

内
に
お
け
る
、
符
教
に
価
す
る
'
芯
味
の
安
定
性
が
認
め
ら
れ
た
.

調
査
の
条
件
差
お
よ
び
硬
調

再調査信頼性係数(r)
-.-! G三万-

第3表

979*・*

977※※

.985※※

・.* 7ォ-iこ※i:i

※※　P<.01

査
者
の
条
件
差
と
は
無
関
係

に
t
 
K
M
間
に
お
い
て
t
 
a
鴨

の
一
致
度
が
高
か
っ
た
こ
と
'

そ
し
て
、
第
一
同
調
査
と
再
調

査
問
に
お
い
て
'
意
味
判
断
の

変
動
が
少
な
か
っ
た
こ
と
'
こ

れ
ら
は
.
意
味
調
査
に
お
い

て
'
大
学
生
の
意
味
評
定
判
断

が
桁
く
ほ
ど
安
定
し
'
自
己
の

験
者
は
、
二
度
の
調
査
に
わ
た
っ
て
'
評
価
的
尺
度
上
で
陽
極
方
向
(
尺
度

の
原
点
か
ら
「
よ
い
」
の
方
向
)
に
反
応
し
な
が
ら
、
B
被
験
者
は
陰
極
方
向

(
「
あ
る
い
」
の
方
向
)
に
反
応
す
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
t
 
S
味
の
個
人
差
へ
特
に
蕉
団
基
準
か
ら
の
'
個
人
の
意
味

の
逸
脱
の
法
則
性
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
o
　
こ
こ
で
使
う
「
環
田
基
準
」

と
は
'
一
定
の
袋
田
に
お
い
て
'
倍
拭
団
成
員
が
共
有
し
て
い
る
平
均
値
的
意
味

で
あ
る
。
あ
る
刺
湖
語
に
お
け
る
個
人
の
意
味
の
逸
脱
は
'
桑
田
基
準
と
'
個
人
の
意

味
の
距
印
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
N
個
の
刺
対
語
に
お
け
る
へ
個
人
の
意
味
の
逸

脱
監
c
r
n
は
'
次
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
o

Dj-v'車　(xij-xi.)a

億
花
田
全
体
で
の
意
味
の
逸
脱
度
(
㌔
)
は
'

-　22　-

D
。
、
針
f
f
(
号
x
i
.
)
2

2

意
味
判
断
に
忠
尖
で
正
孫
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

〓
　
鵠
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
逸
脱

周
知
の
よ
-
に
'
再
調
査
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
意
味
判
断
の
高
い
信
頼

性
は
'
個
人
内
で
の
判
断
に
変
動
が
少
な
い
こ
と
聖
t
5
す
も
の
で
あ
っ
て
、
個

人
間
に
お
い
て
判
断
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
'

隻
団
問
に
お
け
る
苦
味
の
完
全
に
近
い
一
致
は
、
被
調
査
者
の
専
攻
の
違
い
に

よ
っ
て
、
意
味
が
異
な
る
こ
と
は
な
い
こ
と
聖
試
し
て
も
'
同
一
襲
団
内
で
の

憲
喋
の
個
人
差
を
否
圧
す
る
も
の
で
も
な
い
。
あ
る
刺
沿
詔
に
対
し
て
t
 
A
破

の
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
t
 
j
=
被
験
者
t
 
i
=
刺
瀕
語
t
 
E
i
j
=
i

刺
激
語
へ
の
i
被
験
者
の
宕
味
評
定
値
t
 
x
I
.
=
i
刺
似
語
の
倍
K
団
基
準
(
罪

i
w
y
-
均
i
=
)
t
 
M
-
i
"
-
」
'
i
?
Q
W
 
n
-
刊
^
K
^
k
-
j
K
-
K
な
お
'
上
、
止

の
式
は
、
概
念
間
の
距
離
を
算
出
す
る
'
オ
ス
グ
ッ
ド
　
o
・
w
・
C
-
-
J
の
.
3
-

得
点
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
る
o

H
R
の
分
析
で
は
t
 
t
?
.
-
軒
j
r
¥
'
i
'
.
;
-
i
正
を
・
:
-
i
汁
た
E
憲
一
‥
V
-
」
"
;
一
S
<
=
>
.
'
.
u
H
を
使

っ
た
O
　
こ
の
環
団
で
は
'
∩
E
U
尺
度
上
へ
一
九
八
語
の
D
価
は
'
一
・
七
二

三
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
へ
各
刺
湖
語
の
債
試
団
基
準
を
中
心
に
し
て
、
個
人
の
意

意
が
'
平
均
す
る
と
t
 
n
E
u
尺
毘
上
「
七
二
三
単
位
勘
痛
し
て
い
る
こ
と



;
-
j
i
K
-
1
-
-
で
は
一
は
い
か
ハ
<
i
Q
i
T
2
'
'

.
-
'
>
'
.
-
>
i
^
7
J
-
.
i
ヱ
‥
蝣
1
1
'
げ
'
・
b
/
-
:
心
i
l
i
l
い
て
'
'
r
-
'
t
'
げ
:
I

J
個
人
十
y
'
"
;
S
i
5
V
卜
ざ
J
か
れ
る
の
た
・
C
'
!
"
・
・
{
/
L

I
意
味
の
準
脱
と
琵
価
値

仮
説
一
豊
田
基
準
と
し
て
刺
出
価
が
分
化
し
て
い
る
刺
滋
郡
和
洋
(
「
よ
い

」
あ
る
い
は
「
わ
る
い
」
語
価
値
を
持
つ
語
)
に
対
す
る
意
味
判
断
は
'
個
人

間
で
一
致
す
る
が
'
刺
揖
価
が
分
化
し
て
い
な
い
刺
似
語
群
(
「
ど
ち
ら
で
も

な
い
」
語
価
値
を
持
つ
語
)
に
対
す
る
意
味
は
'
個
人
間
で
一
致
し
な
い
で
あ

ろ
う
。

理
科
釆
作
耶
団
に
お
け
る
l
九
八
語
そ
れ
ぞ
れ
の
評
L
l
ル
平
均
値
を
求
め
'
一

九
八
語
を
語
価
値
の
次
元
で
'
「
よ
い
」
へ
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
、
「
わ
る

い
」
の
三
範
鴫
に
分
抗
し
た
O
各
刺
板
語
の
評
定
平
均
値
が
尺
度
上
1
・
〇
〇

-
二
・
九
九
の
は
あ
い
'
「
わ
る
い
」
の
範
帖
に
'
三
・
〇
〇
I
四
・
九
九
の

は
あ
い
へ
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の
範
暗
に
へ
五
・
〇
〇
-
六
・
九
九
の
は
あ

い
、
「
よ
い
」
の
乾
田
に
分
現
し
た
。
こ
の
基
準
か
ら
分
玩
さ
れ
た
語
の
熟
知
価

と
語
価
値
の
関
係
は
第
4
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
譜
佃
恒
別
に
へ
僻
試
団
基

粒
か
ら
O
f
t
韓
の
出
航
L
/
を
蝣
A
蝣
」
'
た
r
j
'
<
-
三
六
P
^
J
る
7
?
c
.
J
-
は
批
'
I
3
を
だ

持
し
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
j
i
P
語
価
値
が
「
わ
ろ
く
」
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
へ

意
味
判
断
に
お
け
る
個
人
差
が
増
大
し
て
-
る
こ
と
を
試
し
た
。
し
か
し
'
第

一
短
の
刺
似
語
は
'
そ
の
無
知
価
が
低
い
た
め
に
、
設
味
の
個
人
差
が
少
な
い

(
^
,
-
s
二
*
M
)
t
j
へ
;
5
5
m
S
l
'
n
Q
九
i
'
-
H
小
四
人
音
E
T
・
∴
J
T
J
j
^
'
ら
∴
L
も
な

い
」
の
前
略
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
'
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の

一
.
"
"
.
蝣
*
・
*
"
'
"
-
'
い
'
I
'

/
"
1
'
・
二
万
ト
‥
.
.

味
の
個
人
差
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
想
に
反
し
た
結
果
を
生
ん
だ
主

な
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
意
味
の
逸
脱
と
熟
知
価

二
i
f
c
.
?
.
-
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激
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湖
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よ
っ
て
へ
意
味
の
個
人
差
が
増
大
す

る
こ
と
'
お
よ
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熟
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な
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あ
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仮
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憤
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面
が
異
な
る
毎
に
へ
変
動
し
た
反
応
を
し
や
す
く
な

る
で
・
」
t
C
-
つ
C
も
し
へ
-
+
河
芸
恥
か
ら
点
=
蝣
'
t
r
-
Q
:
;
I
」
;
盟
悦
-
,
-
"
T
:
j
-
.
:
*
一
同
淵
正

と
再
調
査
問
に
お
い
て
'
朽
繁
な
意
味
反
応
の
変
動
を
示
す
な
ら
ば
'
そ
れ

は
'
苦
心
味
の
高
度
逸
脱
者
が
、
こ
と
ば
に
対
す
る
掠
受
性
の
豊
か
で
な
い
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
-
0

・

"

'

.
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・
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い

　

　

　

　

い
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1

の
「
ず
れ
」
を
'
高
度
逸
脱
群
と
普
通
逸
脱
群
の
両
群
に
分
け
て
算
田
し
た
。
結
果

第10表:正味の高度逸脱群と普通逸脱群にお

ける　咋FJ'己の-rrr!一性o比R (1)

普通逸脱群

百分率l碓　率

高度逸脱群

百分　　m　蝣蝣

i.aカ

.569

変動の
「ずれ」
の純利償

43.1

31.3

18.1　　.25(5

4.2　　.075
I

2.6　　.033

0.0 : .〔OT

6　1　0.　　.Co7

は
第
1
 
0
表
と
節

目
表
の
と
お
り

で
あ
る
.
蓑
に

お
い
て
'
「
ず

れ
」
の
絶
対
値

が
「
o
」
と
あ

る
の
に
、
両
調

査
間
で
尺
援
上

t¥t;¥v'&r

か
　
っ
　
た
こ
と

を
'
「
-
」
と

あ
る
の
は
'
調

査
問
で
尺
度
上

一
蝉
位
変
動
の

2Fi



第11表　苦味の高監逸脱群と普通逸脱群にお

ける:正味反応の変動性の比較(2】

※※　P<.01 ※P<.05(CR)

※※※ 「ずれ」の絶対値が5である反応が両

群においてたまたまなかった。

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
O
　
「
(
N
ォ
C
C
サ
"
^
サ
l
C
ォ
t
O
L
も
同
じ
要
餌
で
あ
る
。
そ

の
確
の
百
分
率
は
'
各
「
ず
れ
」
の
絶
対
値
単
位
の
変
動
の
あ
っ
た
項
目
(
刺

灘
語
i
で
'
被
険
老
j
t
尺
度
〔
E
〕
の
組
合
せ
)
数
の
'
全
項
日
数
に
対
す
る
率

で
あ
る
。
確
率
は
'
両
テ
ス
ト
問
で
'
各
「
ず
れ
」
の
絶
対
値
単
位
以
上
の
変

i
_
r
"
"
蝣
*
・
-
-
-
*
'
-
蝣
∴
‥
‥
・

再
テ
ス
ト
問
で
の
変
動
か
ち
み
た
両
群
の
反
応
百
分
率
は
'
全
然
変
動
の
な

か
っ
た
項
目
数
の
率
が
普
通
逸
脱
群
に
お
い
て
大
で
あ
る
こ
と
'
そ
し
て
へ
絶

対
値
二
単
位
以
上
の
変
勤
の
あ
っ
た
項
目
数
の
率
が
高
度
逸
脱
群
に
お
い
て
大

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
へ
　
「
す
れ
」
の
絶
対
値
一
二
単
位
以
上
の
班

動
を
す
る
こ
と
が
な
い
と
結
論
を
下
す
危
険
率
は
、
高
度
逸
脱
群
で
は
'
七
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
'
習
通
逸
脱
群
で
は
、
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
o
こ
れ
ら
の
串
矢
は
'
仮
説
ど
お
り
へ
　
S
3
昧
反
応
を
す
る
場
面
が
畢
な
れ

は
'
譜
a
.
り
高
.
に
m
x
洋
の
」
!
」
'
-
に
i
j
^
T
l
、
j
;
~
,
i
.
-
1
㌢
k
'
l
i
i
ド
:
し
て
　
-
.
蝣
(
J
出
し

や
す
く
'
反
応
に
安
定
性
が
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
.
鎖
国
基
準
か
ら
の

意
味
山
高
度
逸
脱
者
に
お
け
る
反
応
様
式
の
特
色
は
'
尺
度
上
両
極
の
位
置
に

反
応
す
る
結
花
習
蝦
を
持
っ
て
い
る
こ
と
へ
そ
し
て
'
芯
味
反
蝣
Y
5
を
す
る
場
玩

が
異
な
れ
ば
'
そ
の
意
味
反
応
が
比
山
賊
的
嘩
臨
な
た
め
に
、
変
勤
し
や
す
く
へ

安
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
門
k
'
は
'
以
前
の
研
究
と
相
ま
っ
て

(
-
)
へ
意
味
判
断
に
お
け
る
尺
度
上
の
位
置
菖
慣
と
、
栢
神
発
達
お
よ
び
こ

と
ば
に
対
す
る
感
受
性
の
放
感
さ
と
の
問
に
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
一
ボ
唆
し

て
い
る
'五
　
集
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性

こ
れ
ま
で
検
討
し
き
た
意
味
の
逸
脱
と
い
う
概
念
I
r
刺
粒
語
の
評
定
平
均

値
(
倍
九
回
基
準
)
と
個
人
の
詳
s
厄
と
の
偏
差
だ
け
を
問
題
に
し
て
き
た
が
、

そ
の
逸
脱
の
方
向
性
へ
と
苑
反
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
こ
の
逸
脱
の
方

向
性
に
お
い
て
こ
そ
へ
最
も
よ
く
人
椎
の
控
層
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
-
か
.
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
、
集
団
基
準
か
ら
の
「
態
味
の
相
対
的

逸
脱
方
向
性
指
数
」
を
考
案
し
た
。
こ
こ
で
言
う
方
向
性
と
は
、
個
人
の
正
味

が
柴
田
基
準
か
ら
陽
極
(
怒
価
値
が
「
よ
い
」
の
短
)
　
の
方
向
に
逸
脱
し
て
い

る
か
'
あ
る
い
は
ま
陰
塩
(
吾
価
値
が
「
わ
る
い
」
の
短
)
　
の
方
向
に
逸
脱
し

て
い
る
か
と
い
-
こ
と
を
S
昧
す
る
。
ま
た
'
柴
田
基
準
か
ら
の
'
怒
味
の
相

対
的
逸
脱
方
向
性
指
数
と
は
、
陽
転
に
逸
脱
し
て
い
る
程
度
と
、
陰
粗
に
迫
脱

し
て
い
る
程
既
の
比
率
を
正
味
し
へ
　
そ
の
価
は
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の
式
か
ら
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
式
に
お
い
て
t
Y
j
=
個
人
j
の
'
意
味
の
相
対
的

逸
脱
方
向
性
'
>
:
k
.
=
個
人
j
の
評
定
値
よ
り
陰
極
方
向
に
あ
る
隻
図
基
準
'

>
:
1
.
∴
∵
、
V
.
　
.
.
 
・
・
　
　
　
言
　
　
　
∵
・
　
　
x
1
.
j
∴

か
ら
陽
極
方
向
に
逸
脱
し
て
い
る
、
個
人
j
の
評
定
値
t
 
x
j
l
-
賃
団
基
準
か
ら

陰
極
方
向
に
逸
脱
し
て
い
る
'
個
人
j
　
の
評
定
値
、
を
示
す
O
　
こ
の
場
合
'

Y
j
が
0
よ
り
大
で
あ
れ
ば
'
個
人
j
の
意
味
は
、
票
田
基
準
か
ら
陽
極
方
向

に
t
 
Y
j
が
0
よ
り
小
で
あ
れ
ば
'
個
人
j
の
{
3
味
は
陰
極
方
向
に
あ
る
こ
と
を

示
す
。
Y
j
が
0
に
極
め
て
近
い
ば
あ
い
は
、
個
人
j
の
意
味
は
'
集
団
基
準
か

ら
の
方
向
性
を
持
た
な
い
こ
と
を
示
す
。

で
は
、
こ
の
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
は
'
意
味
の
逸
脱
の
程
度
と
い
か

な
る
」
.
 
"
.
.
-
+
-
に
あ
る
だ
一
c
-
'
f
-
f
.
㌔
'
-
u
0
-
m
う
な
　
件
下
で
C
J
J
」
-
o
高
村
的
逸
脱

方
向
性
が
'
内
的
世
界
の
投
影
機
制
を
最
も
上
-
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。-
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
と
意
味
の
逸
脱

仮
説
七
　
票
価
値
が
　
「
よ
い
」
　
の
和
昭
に
屈
す
る
刺
灘
語
群
の
条
件
下
で

は
'
諜
味
の
高
度
逸
脱
者
は
'
「
負
」
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
を
示
し
'
語
価

値
が
「
わ
る
い
」
の
範
鴫
に
属
す
る
刺
湖
語
群
の
条
件
下
で
は
'
「
正
」
の
相

対
的
逸
脱
方
向
性
章
票
-
で
あ
ろ
-
0

語
　
　
　
「
よ
い
」
C
^
K
M
E
T
　
　
刊
l
」
=
<
C
に
蝣
V
3
に
お
い
て
へ
そ

の
詣
味
の
方
向
性
が
「
正
」
で
あ
る
個
人
、
ま
た
は
、
語
価
値
が
「
わ
る
い
」
の

範
鴫
に
属
す
る
刺
傷
語
群
の
条
件
下
で
へ
そ
の
方
向
性
が
「
負
」
で
あ
る
個
人

>
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∵

∴

"

?

"
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・

'
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・

い

・

・

・

∴

・

 

・

・

二

と
は
に
対
す
る
感
受
性
の
乏
し
い
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
れ
は
,
票
田
的
宕
味

と
し
て
そ
の
刺
斑
価
が
分
化
し
て
い
る
語
の
刺
激
価
の
純
度
を
撮
ら
せ
る
働
き

t

を
す
る
だ
ろ
-
。
も
し
そ
-
で
あ
れ
ば
'
苦
味
の
高
度
逸
脱
老
け
へ
語
価
値
が

「
よ
い
」
　
の
範
鴫
に
属
す
る
刺
微
語
群
の
条
件
下
で
は
へ
　
そ
の
方
向
性
が

「
負
」
に
'
「
わ
る
い
」
の
駈
鵬
に
属
す
る
刺
傷
語
群
の
条
件
下
で
は
'
そ
の

方
向
性
が
「
正
」
に
な
り
'
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
と
へ
ま
味
の
逸
脱
の

程
度
と
の
相
関
は
'
語
価
値
が
「
よ
い
」
と
「
わ
る
い
」
の
範
鴫
に
属
す
る
各

‥
　
　
　
　
　
　
　
∴
'
*
"
I
 
t
　
　
　
　
　
　
　
、

S51C&　一　　.-'一・/ -一一　　　:・相.・・''.'蝣'-.':・・・:∴

逸脱度との相関

体

-.479　　　　-.186　　　.636tt

語
価
値
か
ら
み
た
三
積
の
刺
灘
語
群
と
総
刺

激
語
と
の
四
つ
の
条
件
下
で
'
上
述
の
㈱
式
に

よ
り
、
柴
田
基
準
か
ら
の
設
味
の
相
対
的
逸
脱

方
向
性
指
数
を
個
人
別
に
算
田
し
た
。
語
の
熟

知
価
問
'
お
よ
び
'
語
価
値
間
で
'
柴
田
基
準

か
ら
の
意
味
の
逸
脱
の
程
度
に
は
'
個
人
内
で

高
い
一
貫
性
が
兄
い
だ
さ
れ
た
　
(
三
の
-
・

2
)
　
の
で
'
こ
こ
で
は
'
総
刺
菌
票
数
か
ら
求

一

-

-

.

r

-

・

.

、

　

　

　

　

　

∵

　

'

:

.

.

味
の
逸
脱
度
と
、
四
種
の
条
件
下
で
の
相
対
的

逸
脱
方
向
性
指
数
と
の
順
位
相
関
を
求
め
た
。

結
果
は
第
1
 
2
蓑
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
0
蝣
'
幣
-
f
l
ら
'
・
=
T
r
^
c
苑
郎
-
サ
"
:
・
-
-
C
一
w
喋
の

逸
脱
の
大
で
あ
る
言
語
、
三
体
は
'
索
団
基
準
が

陽
極
あ
る
い
は
陰
梅
に
片
寄
っ
て
い
る
刺
対
語

に
対
し
て
、
そ
の
方
向
と
は
通
の
方
向
で
、
環

田
基
準
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
O
v
>
"
言
　
t
-
i
^
.
S
-
f
.
-
r
c
-
a
^
C
E
控

逸
脱
者
が
両
極
へ
反
応
す
る
位
琶
習
慣
を
持
っ
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て
い
る
事
実
と
合
わ
せ
て
考
察
す
れ
ば
へ
ま
味
の
高
度
逸
脱
者
は
'
集
団
的
意

境
と
し
て
そ
の
刺
激
価
(
意
味
論
的
語
価
値
)
が
よ
く
分
化
し
て
い
る
語
に
対

し
て
は
へ
そ
の
方
向
で
の
椋
反
・
L
j
を
あ
ま
り
し
な
-
て
、
む
し
ろ
分
化
し
た
方

向
と
は
ま
逆
の
方
向
で
極
反
応
を
し
た
り
'
弁
別
的
反
応
を
し
て
い
る
と
解
釈
さ

れ
る
。
苦
心
味
の
高
度
逸
脱
者
は
'
集
団
内
で
よ
り
分
化
し
た
集
団
的
意
裸
の
刺

滋
価
の
純
度
を
腐
ら
す
よ
-
な
'
他
の
柴
田
的
成
員
と
は
か
け
は
な
れ
た
意
味

反
応
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
貨
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
逸
脱
度
の
小

で
6
る
一
f
!
l
{
曇
-
,
:
・
_
;
:
ォ
ー
>
J
t
分
化
し
ん
に
二
皿
-
i
n
r
-
荘
　
　
　
　
　
純
に
早
い
望
め
る

よ
う
な
、
柴
田
÷
!
」
:
:
3
上
す
る
蝣
f
l
き
;
㍉
r
-
:
j
J
l
"
J
正
i
i
:
^
.
 
:
3
与
し
て
い
る
O
　
こ

の
こ
と
か
ら
'
意
味
の
高
度
逸
脱
者
は
'
こ
と
ば
に
対
す
る
感
受
性
が
豊
か
で
な

い
と
い
-
こ
と
と
同
時
に
へ
意
味
反
応
に
お
け
る
尺
度
上
の
位
苫
習
慣
と
精
神

発
達
お
よ
び
こ
と
ば
に
対
す
る
感
受
性
の
奴
感
さ
と
の
勘
に
対
応
関
係
が
あ
る

と
結
諭
さ
れ
る
。

1
-
.
c
-
捕
-
-
-
1
.
p
~
>
.
出
　
　
中
性
柑
*
/
<
-
蝣
'
　
訓
:
-
-
;
-
v
"
j
r
-
悶
?
?
+
<
一
に
し
な
い

と
い
-
予
想
の
も
と
に
'
吾
価
値
の
三
条
件
下
に
お
け
る
へ
意
味
の
相
対
的
逸

脱
方
向
性
指
数
問
の
順
位
相
関
を
求
め
た
。
結
果
は
第
1
 
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

語
価
値
が
「
よ
い
」
刺
園
語
群
と
、
「
わ
る
い
」
刺
桝
語
群
に
お
け
る
、
意
味

の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
指
数
問
の
「
負
」
の
相
関
は
'
慧
味
の
高
度
逸
脱
者
が

「
よ
い
」
語
価
値
を
持
つ
刺
粒
語
群
の
条
件
下
で
「
負
」
の
方
向
性
を
、
「
わ

る
い
」
語
価
値
を
持
つ
刺
似
語
群
の
粂
壁
L
で
「
正
」
の
方
向
性
を
示
し
た
結

即
で
二
・
歎
す
る
D
杓
　
　
　
　
　
　
は
'
蝣
1
'
'
-
V
と
-
」
s
i
i
:
J
ミ
:
'
b
し
て
い
る
。
し

か
し
両
表
は
、
語
価
値
問
に
お
い
て
'
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
に
一
貫
し

た
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
示
し
て
い
る
o
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性

に
一
J
E
L
た
関
係
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
主
賓
な
原
因
は
'
設
妹
の
高
度
逸
脱
者

が
'
こ
と
ば
に
対
す
る
拡
受
性
の
点
で
著
し
く
劣
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
'

そ
れ
に
し
て
も
、
刺
傷
語
の
条
件
が
異
な
れ
ば
、
個
人
の
'
意
味
の
相
対
的
逸

脱
方
向
性
も
変
っ
て
く
る
印
只
を
否
定
し
え
な
い
。
で
は
、
出
思
妹
判
断
に
お
け

る
言
語
,
て
↑
の
内
的
世
界
の
投
影
機
制
は
否
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
o
 
P
ハ

第13表　言SttffOwO三-t^指下における、 -?V,it=のtn女、抽〕

逸脱方向性指数問の相関

を
忠
契
に
反
映
す
る
感
受
性
の
敏
感
さ
に

ょ
っ
て
形
相
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
条
件
下
で
の
反
応
で
は
'
外
部
的
な
剰
斑
の

側
の
規
定
度
が
強
い
た
め
に
、
言
語
主
体
の
内
部
的
入
梅
の
深
層
を
投
影
す
る

余
地
は
少
な
か
っ
た
o
刺
傷
の
外
部
的
要
因
の
規
定
皮
が
大
で
あ
る
条
件
下
で

の
意
味
反
応
に
は
'
言
語
主
体
の
内
的
世
界
の
投
影
機
割
が
表
現
さ
れ
て
い
る

と
は
解
釈
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
'
語
価
値
が
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の

範
暗
に
属
す
る
刺
激
語
群
の
条
件
F
で
の
正
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
は
'
志

味
の
逸
脱
度
、
感
受
性
の
敏
感
さ
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
感
受
性
の
敏
感
さ

に
影
響
さ
れ
る
条
件
下
で
の
方
向
性
指
数
と
も
無
関
係
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
環
団
的
正
味
と
し
て
そ
の
刺
郎
語
が
未
分
化
で
あ
る
刺
軸
語
群
に
に
お
い
て

ラ
色
の
眼
鏡
を
通
し
て
外
界
を
知
覚
す
る

個
人
と
t
 
i
-
'
…
に
'
群
㌦
3
的
に
斗
"
L
-
を
,
-
-
也

す
る
個
人
は
、
意
味
判
断
に
お
い
て
差
異

を
示
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

2
　
意
味
の
相
対
的
逸
脱
方

向
性
と
人
格
投
影
過
程

第
C
M
,
C
C
表
を
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
'

次
の
こ
と
に
気
づ
-
O
　
語
価
値
が
　
「
よ

い
」
と
「
わ
る
い
」
の
駈
鴫
に
属
す
る
刺

.
蝣
?
_
」
蝣
'
s
㌫
C
<
:
r
件
.
.
 
L
で
　
い
4
i
'
-
判
断
は
'
個

人
の
意
味
の
逸
脱
度
へ
す
な
わ
ち
へ
　
こ
と

ば
に
対
す
る
鮫
受
性
の
敏
は
さ
に
よ
っ
て

強
-
形
皆
さ
れ
て
い
た
.
こ
の
よ
う
な
条

件
下
で
の
意
味
判
断
は
'
刺
激
の
刺
激
価
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十
分
に
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
未
分
化
な
刺
激
鮎
を
持
つ
語
に
対
す
る
意
味
反

応
に
お
い
て
こ
そ
へ
言
葦
三
体
の
内
的
世
界
の
投
影
機
制
が
提
知
と
し
て
表
現

さ
れ
て
-
る
と
予
想
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
'
椅
々
の
条
件
下
で
の
'

未
分
化
な
刺
瀕
価
の
語
に
対
す
る
意
味
反
応
に
は
'
一
貫
し
た
意
味
の
相
対
的

逸
脱
方
向
性
が
'
個
人
内
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
果
し
て
ど
う

だ
ろ
う
か
。

仮
説
八
　
刺
灘
価
が
未
分
化
で
あ
る
語
に
対
す
る
意
味
反
応
は
、
個
人
内
に

お
い
て
'
語
の
熟
知
価
を
異
に
す
る
条
件
下
で
も
一
貫
し
た
'
烹
味
の
相
対
的

逸
脱
方
向
性
を
示
す
で
あ
ろ
う
.

第14表　熟知価問における、宕味の相対的逸脱方向

性指数の一貫性

※※　P<-01

語
価
値
が
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
の
範
田
に
属
す
る
語
に
対

す
る
f
-
-
j
^
-
L
M
-
J
だ
け
v
V
判
蝣
」
>
'
に

L
t
語
の
熟
知
価
別
に
へ
個
人

単
位
で
'
意
味
の
相
対
的
逸
脱

方
向
性
指
数
を
罪
出
し
た
。
次

に
へ
熟
知
棚
問
で
へ
そ
の
指
激

の
順
位
相
関
を
求
め
た
。
第
l

表
が
そ
の
結
果
で
あ
る
O

茨
中
'
熟
知
価
の
第
甘
班
と

は;T¥-it,c¥'.-!r.̂
r柑間柄が低

い
o
　
こ
れ
は
へ
」
=
E
に
　
す

る
刺
拠
語
が
'
邦
苦
心
味
綴
字
に

近
く
へ
意
味
の
個
人
差
が
小
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
第
旺
顎

を
除
け
ば
'
個
人
内
に
お
い
て

'
か
な
り
高
い
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
'
言
語
主
体
の
主
体

的
要
田
に
基
づ
く
'
意
味
の
個
人
差
は
'
語
価
値
が
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の

範
暗
に
属
す
る
刺
激
語
に
対
す
る
意
味
反
応
に
お
い
て
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
、

そ
の
個
人
の
反
応
傾
向
は
'
輯
態
が
異
な
っ
て
も
、
一
貫
性
を
示
す
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
蛮
団
基
準
か
ら
の
陽
極
方
向
へ
の
反
応
へ
お
よ
び
陰
極
方
向
へ
の

反
応
は
'
偶
然
的
で
な
く
t
t
バ
ラ
色
の
眼
鏡
を
通
し
て
外
界
を
知
覚
す
る
個
人

と
、
悲
韻
的
に
外
界
を
得
色
す
る
個
人
の
内
的
世
界
の
投
影
結
果
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

a
'
^
y
i
'
'
z
て
い
r
」
'
・
り
m
P
i
蛇
づ
E
性
に
A
U
つ
て
把
さ
れ
主
‥
蒜
-
'
M

応
の
個
人
差
と
、
そ
れ
を
規
畏
す
る
要
田
の
人
緒
論
的
条
件
分
析
に
至
っ
て
い

な
い
。
が
と
も
あ
れ
'
従
来
の
「
言
語
の
視
覚
的
認
知
閥
」
に
関
す
る
実
験
に

お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
'
言
語
の
認
知
者
の
個
人
差
が
、
こ
の
柘
の
研
究

に
お
い
て
考
は
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
要
田
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
十

分
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
。Ⅳ
結
果
の
要
約

1
へ
-
V
H
,
生
「
'
蝣
1
'
.
'
-

'
[
_
川
桁
は
'
一
八
'
,
;
'
'

蝣
蝣
'
'
り

安
定
度
か
ら
見
て
'
鵠
く
ほ
ど
信
頼
性
が
s
い
O

↓
】
'
綿
:
<
!
2
m
:
ら
,
/
r
¥
r
*
.
:
:
-
蒜
に
9
.
]
c
-
-
蝣
蝣
-
㌣
∵
J
V
:
i
-
山
伍
L
J
J
h
も
ヱ
,
"
z
^
l
措
か

な
い
。
一
¥
j
わ
に
.
対
し
¥
j
r
i
d
-
?
品
対
^
-
n
-
:
i
-
.
'
.
-
・
-
-
t
M
'
W
2
'
0
仁
大
火

に
i
?
t
c
.
'

3
、
環
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
逸
脱
の
程
度
に
は
'
各
条
件
問
に
お
い
て
'

そ
の
条
件
が
'
言
語
の
属
性
で
あ
る
熟
知
価
お
よ
び
語
価
値
で
あ
っ
て
も
'
個

人
内
に
〓
只
性
が
あ
る
。

1
'
こ
C
j
g
川
S
I
S
か
ら
r
>
;
:
‥
音
言
;
j
.
"
^
T
に
蛇
蒜
'
-
f
.
-
j
.
'
m
L
J
r
-
蛸
也

は
'
価
値
性
尺
度
上
へ
両
極
の
位
置
に
反
応
す
る
位
置
習
慣
を
持
っ
て
い
る
こ

j
j
C
も
.
=
t
P
i
T
竹
与
す
る
^
"
3
が
y
j
f
な
れ
は
'
そ
つ
]
l
'
.
L
i
が
比
E
'
.
」
昭
総
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な
た
め
に
'
変
勤
し
や
す
く
へ
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
.
以
前
の
研
究

(
-
)
と
合
わ
せ
て
詔
韓
判
断
に
お
け
る
へ
尺
度
上
の
位
記
習
慣
と
絹
神
発
達
'

こ
と
ば
に
対
す
る
感
受
性
の
故
感
さ
と
の
問
に
は
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

L
E
3
'
集
団
基
準
か
ら
の
意
味
の
高
度
逸
脱
者
は
'
よ
り
分
化
し
た
刺
激
の

-

-

;

I
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∵
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蝣

蝣

　

'
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'

∵
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s

.

,

-

あ
る
。
こ
の
た
め
に
'
「
よ
い
」
語
価
値
を
持
つ
刺
滋
語
群
の
条
件
下
で
の
'

僻
試
団
基
準
か
ら
の
K
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
指
数
と
正
味
の
逸
脱
度
と
の
閑

¥

.

*

-

「
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、

.

‥

言

∴

1

.

.

廻
O
K
I
E
S

G
へ
什
:
[
凹
S
'
t
t
帥
∵
」
し
て
刺
'
笹
C
-
p
化
し
-
V
-
中
一
・
:
i
J
,
"
>
'
!
-
'
C
ォ
f
'
:
:
v
'
l
;
^
y

を
撰
圧
す
る
項
関
は
'
刺
激
の
刺
嵩
価
を
忠
実
に
客
叩
祝
的
に
反
映
す
る
感
受
性

の
敏
感
さ
で
あ
り
'
よ
り
外
部
的
要
因
で
あ
る
o
そ
れ
に
対
し
て
'
刺
勘
価
の
未

・

蝣

・

蝣

・

'

-

'

-

・

-

.
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要
因
で
あ
る
O
こ
こ
に
言
等
三
体
の
内
的
世
界
の
投
影
機
制
が
表
現
さ
れ
る
0

7
'
別
封
価
の
未
分
化
で
あ
る
刺
泡
語
群
に
対
す
る
内
的
世
界
の
投
影
的
志

昧
反
応
は
、
桑
田
基
準
か
ら
の
f
i
味
の
相
対
的
逸
脱
方
向
性
指
数
に
よ
っ
て
法

則
的
に
把
起
さ
れ
る
。
こ
の
方
向
性
指
数
は
、
事
態
を
異
に
し
て
も
'
個
人
内

で
〓
只
性
の
あ
る
傾
向
を
空
㌔
隼
田
基
,
塔
か
ら
陽
桓
方
向
に
お
い
て
正
味
を

抱
い
て
い
る
言
亭
三
体
は
'
事
態
(
熟
知
価
)
を
異
に
し
て
も
、
集
団
基
準
か

ら
陽
転
方
向
に
あ
る
意
味
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
法
則
的
な
個
人
の
反
応
傾
向

"

*

・

'

-

'

*

　

'

,

'

　

'

,

　

1

・

　

-

　

　

　

Ⅰ

化
の
も
の
で
あ
る
。

8
'
上
述
の
話
結
果
は
言
語
の
視
覚
的
認
知
関
の
決
定
因
と
そ
の
理
論
化
に

接
近
す
る
た
め
の
'
一
つ
の
右
カ
な
手
か
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

ォ
　
a

l
　
藤
原
習
意
味
構
造
の
発
達
-
オ
ス
グ
ッ
ド
の
宕
味
彼
分
法
に
よ
っ
て
1

国
文
学
致
'
一
九
五
九
へ
二
二
'
二
三
-
一
二
五
t

2
　
掠
尿
哲
哉
的
判
断
の
構
造
に
関
す
る
田
子
諭
的
研
究
上
思
味
空
間
変
動

性
の
一
考
察
　
-
　
広
島
大
学
心
理
学
教
室
修
士
論
文
抄
へ
一
九
六
〇
、
六
'

二
一
I
一
二
一
`

3
　
藤
原
習
言
語
の
使
用
度
数
と
語
価
値
と
の
関
係
に
つ
い
て
(
未
発
表
)
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h
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井
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-
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新
村
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編
　
広
辞
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五
五
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京
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,
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,
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武
田
砿
曽
・
久
桧
港
一
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